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機能性無機・有機複合材
防錆・防食ポリマーセメント系補修材

メッシュ工法
（土木コンクリート構造物表面被覆・剥落防止工法）

コンクリート剥落箇所の断面修復後、剥落の再発防止及び表面保護補強を目的とした補修工事に適用します。

■下地の調整
下地の脆弱層、（酸性雨、凍害、排気ガス劣化等）コンクリートの浮き、剥落箇所、表層に付着した塩分、油分、

汚れ等をワイヤーブラシ・ディスクサンダー・サンドブラスト・洗浄機等を用いて、完全にケレン除去します。 
露出鉄筋部はジェットタガネ・電動ブラシ・ワイヤーブラシ等で錆を除去し、清掃します。

工程1.　下地強化材（浸透固着）
下地の脆弱層に対する浸透固着材として、ダイヤエポ強化材を刷毛また

はローラーを用いて、全面に塗布します。
ダイヤエポ強化材の可使時間は、4～6時間（23℃）です。

工程2.　ビニロンメッシュの貼り付け
ビニロンメッシュを布テープ等で仮止め又は手元等がささえた状態で

ウールローラー又は、コテ等を用いて転圧しながらセメンシャス#5000で
ビニロンメッシュを貼り付けます。
※セメンシャス#5000で部分塗り止めも可。（コテ塗りの場合）
※ステンレス・オールアンカーで部分止めも可。

◆メッシュ工法付属工具
施工部位によりアンカーピンを
使用することがあります。

（JR東日本推奨アンカーを右記
に示します。）

材料名・調合割合 所要量 塗回数 間隔時間
ダイヤエポ強化材 

基　材　　　7.0㎏ 
硬化材　　　7.0㎏

0.15～
0.3㎏/㎡ 1

1時間以上
48時間以内
（23℃）

材料名・調合割合 所要量 貼回数 間隔時間
ビニロンメッシュ 

1巻（1m×100m） 1.05m/㎡ 1 工程3と
同時施工

※ビニロンメッシュは、ロス分含む。

コンポジットアンカー　6×40～70㎜（参考）

工程3.　含浸接着（セメンシャス#5000）
ビニロンメッシュをセメンシャス#5000でウールローラー又は、コテにて

塗布します。

工程4.　中塗り（セメンシャス#5500メッシュ用）
中塗り材のセメンシャス#5500メッシュ用をコテで塗付けします。

工程5.　上塗り（セメンシャス#5000）
表面保護を目的としてセメンシャス#5000を全面にローラー又は、刷毛

にて塗布し仕上げます。

工程6.　仕上塗り（化粧保護材の塗布）
耐久性向上及び美装と防食機能を高めることを目的とし、仕上塗材シャ

スコートSPを全面に塗布します。
施工は、ローラ一、ハケ、何れも可能です。

材料名・調合割合 所要量 塗回数 間隔時間
セメンシャス#5000 

主　材　　　14.5㎏ 
混和液　　　  5.0㎏ 
清　水　   0～0.5㎏

1.0㎏/㎡

1
ローラー

又は
コテ

2時間以上

注）  1. ローラー塗りの場合は全面、コテ塗りの場合は部分（点付）とします。 
2.  所要量は上記の通り。

材料名・調合割合 所要量 塗回数 間隔時間
セメンシャス#5500
メッシュ用

主　材　　　19.0㎏ 
混和液　　　  2.5㎏ 
清　水　　  1～2㎏

3㎏/㎡ 1
コテ 16～72時間

材料名・調合割合 所要量 塗回数 間隔時間
セメンシャス#5000 

主　材　　　14.5㎏ 
混和液　　 　5.0㎏ 
清　水　 1.0～1.5㎏

0.5㎏/㎡

1
ローラー

又は
刷毛

16時間以上

材料名・調合割合 所要量 塗回数 間隔時間
シャスコートSP 

主　材　　   20.0㎏ 
清　水　　   1～2㎏

0.35㎏/㎡ 2 1時間以上
（23℃）
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※ 耐久性、布光沢の有るアクリルウレタン樹脂塗料シャスコートAUがございます。

ダイヤエポ強化材 14㎏/セット
基　材　　　 7㎏
硬化剤　　　 7㎏ ）14㎏

セメンシャス#5000 19.5㎏セット
主　材　　14.5㎏
混和液　　  5.0㎏ ）19.5㎏

セメンシャス#5500 21.5㎏/セット
メッシュ用
主　材　　19.0㎏
混和液　　  2.5㎏ ）21.5㎏

ビニロンメッシュ#2010
1m×100m（1巻）

シャスコートSP 20kg入
シャスコートAU 16㎏/セット

基　材　　15.0㎏
硬化剤　　  1.0㎏ ）16.0㎏

シャスコートシンナー#50 16㍑入

包 装 単 位

◆エポ強化材の性状及び物性
項　　目 品質基準 結　　果 試験方法

可 使 時 間 3時間以上 5時間 JASS 18 M-201による
指 触 乾 燥 2時間以内 1時間 JASS 18 M-201による
硬 化 時 間 10時間以内 8時間 JASS 18 M-201による

◆セメンシャス#5000の性状及び物性
項　　目 品質基準 結　　果 試験方法

単 位 容 積 質 量 1.8～1.9 1. 89 JIS A 1171による
可 使 時 間 120分以内 90分 JIS K 5600 2-6による
乾 燥 時 間 8時間以内 5時間 JIS K 5600 5-2による

◆セメンシャス#5500メッシュの性状及び物性
項　　目 品質基準 結　　果 試験方法

単 位 容 積 質 量 2.00～2.10 2.04 JIS A 1171による
可 使 時 間 60分以上 80分 JIS K 5600 2-6による
耐 衝 撃 性 1㎏、50㎝で異常の無いこと 異常なし JIS A 6916　7.10による
曲 げ 強 度 28日　7.0N/㎟以上 9.8 JIS A 6916　7.11による
圧 縮 強 度 28日　30.0N/㎟以上 43.6 JIS A 6916　7.12による
長 さ 変 化 率 0.15%以下 0.085 J1S A 1129による（23℃、50%RH）

材料名・調合割合 所要量 塗回数 間隔時間
シャスコートAU 

基　材　　15.0㎏ 
硬化剤　　 1.0㎏

シャスコート 
シンナー#50 
　　　4.0～6.4㍑

0.3㎏/㎡ 2 1～24時間

◆ビニロンメッシュの規格
試験項目 品質基準 試験方法

幅 98.5～101.5㎝ JIS L 1096による
長  さ 100m 以上 JIS L 1096による
目 付 重 量 23.1～27.1g JIS L 1096による
引 張 強 さ 縦　24.3～32.3㎏ /5㎝

横　20.8～28.8㎏ /5㎝ JIS L 1096による

伸 度 縦　 6.8～  8.8%
横　11.0～13.0% JIS L 1096による

◆シャスコートSPの性状及び物性
項　　目 品質基準 結　　果 試験方法

乾 燥 時 間 2時間以内 1時間 JIS K 5600 3-2による
隠 蔽 率 0.93以上 0.98 JIS K 5600 4-1による

耐 水 性 水中4日浸漬で
異常のないこと 異常なし JIS K 5600 6-2による

耐 ア ル カ リ 性
飽和水酸化カルシウム

溶液に7日浸漬で
異常のないこと

異常なし JIS K 5600 6-1による

◆シャスコートAUの性状及び物性
項　　目 品質基準 結　　果 試験方法

乾 燥 時 間 24時間以内 1時間 JIS K 5600 3-2による
隠 蔽 率 0.90以上 0.96 JIS K 5600 4-1による

耐 水 性 水中3日浸漬で
異常のないこと 異常なし JIS K 5600 6-2による

耐 ア ル カ リ 性
飽和水酸化カルシウム

溶液に3日浸漬で
異常のないこと

異常なし JIS K 5600 6-1による
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